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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成28年4月28日(2016.4.28)

【公開番号】特開2015-191918(P2015-191918A)
【公開日】平成27年11月2日(2015.11.2)
【年通号数】公開・登録公報2015-067
【出願番号】特願2014-65958(P2014-65958)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｓ   3/127    (2006.01)
   Ｈ０１Ｓ   3/092    (2006.01)
   Ｈ０１Ｓ   3/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   8/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｓ    3/127    　　　　
   Ｈ０１Ｓ    3/092    　　　　
   Ｈ０１Ｓ    3/00     　　　Ｆ
   Ａ６１Ｂ    8/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年3月9日(2016.3.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の波長と該第１の波長よりも発光効率が高い第２の波長とに発振波長を有する固体
のレーザ媒質と、
　前記レーザ媒質を励起する励起部と、
　前記第１の波長に対応した共振器であって前記レーザ媒質を内部の光路上に有する第１
の共振器と、
　前記第２の波長に対応した共振器であって、前記レーザ媒質が配置された光路を含む前
記第１の共振器との共通光路を有する第２の共振器と、
　少なくとも前記共通光路上に配置されたＱ値変更部を含み、前記第１又は第２の波長の
光をＱスイッチ発振させるＱ値変更ユニットと、
　前記励起部及び前記Ｑ値変更ユニットを制御する制御部とを備え、
　前記励起部は励起光源を含み、
　前記制御部は、
　発振波長が第１の波長である場合、前記レーザ媒質の励起が開始されてから第１の遅延
時間経過時に前記Ｑ値変更ユニットを制御して前記第１の波長の光をＱスイッチ発振させ
、
　発振波長が第２の波長である場合、前記レーザ媒質の励起が開始されてから、前記第２
の波長の光の強度が可能最大強度未満となる第２の遅延時間経過時に、前記Ｑ値変更ユニ
ットを制御して前記第２の波長の光をＱスイッチ発振させ、
　前記励起部が前記レーザ媒質に与える励起エネルギー量に応じて各前記遅延時間の設定
値を変更し、
　前記励起光源の使用期間に応じて各前記遅延時間の設定値を変更するレーザ装置。
【請求項２】
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　前記制御部は、前記使用期間と各前記遅延時間の設定値とが対応付けられた第２の参照
テーブルを有し、該第２の参照テーブルに基づいて各前記遅延時間の設定値を変更する請
求項１に記載のレーザ装置。
【請求項３】
　前記第１及び第２の遅延時間は、各前記光の強度が互いに等しくなる値に設定されてい
る請求項１又は２に記載のレーザ装置。
【請求項４】
　前記第１の遅延時間は、前記第１の波長の光の強度が可能最大強度となる値に設定され
ている請求項１から３いずれか１項に記載のレーザ装置。
【請求項５】
　前記励起部は励起光源としてフラッシュランプを含み、
　前記制御部は、前記フラッシュランプの充電電圧に応じて各前記遅延時間の設定値を変
更する請求項１から４いずれか１項に記載のレーザ装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記充電電圧と各前記遅延時間の設定値とが対応付けられた第１の参照
テーブルを有し、該第１の参照テーブルに基づいて各前記遅延時間の設定値を変更する請
求項５に記載のレーザ装置。
【請求項７】
　前記第１の共振器は、前記レーザ媒質を挟んで互いに対向する第１のミラー及び第２の
ミラーから構成され、
　前記第２の共振器は、前記第１のミラーと、前記レーザ媒質及び前記第２のミラーを挟
んで前記第１のミラーに対向する第３のミラーとから構成され、
　前記Ｑ値変更ユニットは、前記共通光路上に配置された第１のＱ値変更部と、前記第２
のミラー及び前記第３のミラーの間に配置された第２のＱ値変更部とから構成される請求
項１から６いずれか１項に記載のレーザ装置。
【請求項８】
　前記第１のミラー、前記第２のミラー及び前記第３のミラーの少なくとも１つが光軸方
向に沿って移動可能である請求項７に記載のレーザ装置。
【請求項９】
　前記制御部は、各前記共振器の長さに応じて各前記遅延時間の設定値を変更する請求項
８に記載のレーザ装置。
【請求項１０】
　前記制御部は、前記第１の共振器の長さと前記第１の遅延時間の設定値とが対応付けら
れた第３の参照テーブル及び／又は前記第２の共振器の長さと前記第２の遅延時間の設定
値とが対応付けられた第４の参照テーブルを有し、各前記参照テーブルに基づいて各前記
遅延時間の設定値を変更する請求項９に記載のレーザ装置。
【請求項１１】
　前記制御部は、前記第１及び第２のＱ値変更部の駆動状態を、
　各前記共振器のＱ値が発振しきい値よりも低い低Ｑ状態である第１の駆動状態、
　各前記共振器のＱ値が発振しきい値よりも高い高Ｑ状態である第２の駆動状態、及び、
　前記第１の共振器のＱ値が高Ｑ状態でありかつ第２の共振器のＱ値が低Ｑ状態にある第
３の駆動状態の間で切り替える請求項７から１０いずれか１項に記載のレーザ装置。
【請求項１２】
　前記制御部は、前記レーザ媒質の励起時に前記第１及び第２のＱ値変更部の駆動状態を
前記第１の駆動状態とする請求項１１に記載のレーザ装置。
【請求項１３】
　前記制御部は、前記レーザ媒質の励起後、前記第１及び第２のＱ値変更部の駆動状態を
、発振波長が第１の波長である場合には前記第１の駆動状態から前記第３の駆動状態へと
切り替え、発振波長が第２の波長である場合には前記第１の駆動状態から前記第２の駆動
状態へと切り替える請求項１２に記載のレーザ装置。
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【請求項１４】
　前記第１のＱ値変更部は、印加電圧に応じて前記第１の共振器のＱ値を変更する第１の
Ｑスイッチを含み、
　前記第２のＱ値変更部は、印加電圧に応じて前記第２の共振器のＱ値を変更する第２の
Ｑスイッチを含み、
　前記制御部は、各前記印加電圧を制御することで各前記Ｑ値変更部を駆動する請求項７
から１３いずれか１項に記載のレーザ装置。
【請求項１５】
　請求項１から１４いずれか１項に記載のレーザ装置と、
　該レーザ装置から出射したレーザ光を利用して被検体内に発生させた光音響波を検出す
るプローブとを備える光音響計測装置。
【請求項１６】
　前記プローブで検出した光音響波の信号を処理する信号処理部を備える請求項１５に記
載の光音響計測装置。
【請求項１７】
　前記信号処理部は、前記光音響波の信号に基づいて光音響画像を生成する音響画像生成
部を有する請求項１６に記載の光音響計測装置。
【請求項１８】
　前記音響画像生成部は、前記被検体に対して送信された音響波の反射波の信号に基づい
て反射音響波画像を生成するものである請求項１７に記載の光音響計測装置。
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